
 

2012 年 8 月 8 日 

＜報道関係者各位＞ 

関西セミナーハウス 修学院きらら山荘 

観世流能楽師・林 宗一郎 

 

 

文化、芸術と観光の融合 

～能を楽しむ夕べ in 修学院きらら山荘～ 

 

 

今般、当山荘では、歴史的に価値のある能舞台・豊響殿

＊

や茶室・清心庵、山

荘内のロビースペースを活かして、様々な日本文化並びに豊かな芸術の情報発

信を進め、文化、芸術と観光が融合した新しい形での新名所の創造を目指して

います。 

具体的には、能楽や筝曲をはじめとした日本の伝統文化の公演や当山荘に預

けられている世界有数のアジア美術品の展示・公開などを通じて、日本、アジ

ア、そして世界の文化、芸術の楽しさを広く市民の皆さまや、観光でご来京さ

れる方々へ積極的に紹介してまいります。 

その第一弾として、この度、観世流能楽師・林 宗一郎氏と共催で日本文化

芸能の「能」を広く、そしてもっと身近に触れ、感じていただくことを目的に、

関西セミナーハウス・修学院きらら山荘の有する豊臣秀吉縁の能舞台にて、下

記のように、「能を楽しむ夕べを」月１回開催することにいたしました。 

 

以上 

 

記 

 

公演名：『能を楽しむ夕べ in 修学院きらら山荘』 

日 時： 

第１回 平成２４年８月１１日（土） １７：３０～ 演目「東 北」 

第２回 平成２４年９月１４日（金） １７：３０～ 演目「小鍛冶」 

第３回 平成２４年１０月１２日（金）１７：３０～ 演目「安 宅」 

第４回 平成２４年１１月１６日（金）１７：３０～ 演目「松 風」 

第５回 平成２４年１２月１４日（金）１７：３０～ 新年を寿ぐ能について 

＊平成２５年度は３月より再開予定。 

 



 

特 徴： 

１．能の解説（能の歴史やその成り立ち） 

２．公演演目の解説と楽しみ方 

３．演目の一場面を篝火のもとで特別鑑賞 

４．公演予定の告知、案内 

 

 

＊関西セミナーハウス・修学院きらら山荘の能舞台「豊響殿」のいわれ 

豊臣秀吉没 300 年の 1898 年 4 月 18 日から 20 日までの三日間、東山阿弥陀が

峰の豊国廟にて「太閤秀吉３００年祭」が盛大に行われた。 

その際に、阿弥陀が峰中腹の太閤坦に能舞台が建てられ、明治の三名人と呼ば

れた宝生九郎・梅若実・櫻間伴馬をはじめ、喜多六平多、観世銕之丞、金春八

郎、金剛右京、金剛謹之輔、片山九郎三郎といった東西の主要役者が妙技を競

い、さらに四日目の 22 日には前田利鬯や平瀬亀之助ら関西財界人による素人能

や素人狂言が上演され、その出演した役者の総数は２００名を越えるもので、

この会は、明治維新後の能楽復興を象徴する催しであったとされています。 

（以下省略） 

この能舞台は、翌 1899 年（明治三十二年）の平安神宮における大正天皇（当

時皇太子）の台覧能で使用されたのち、解体されてしばらくは豊国神社に保管

されていたが、その後幾多の変遷を経て、現在の関西セミナーハウス・修学院

きらら山荘へ移築されて現在に至っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先：財団法人日本クリスチャン・アカデミー 

関西セミナーハウス・修学院きらら山荘 

      〒606-8134  京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23 

            TEL: 075-711-2115   E-mail:info@academy-kansai.com 

            担当者 小泉達彦 

 

 






